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砂押

は
普
及
し
、
祭
事
、
慶
事
、
凶
事
に

働

鏡

餅

主

管

し

て

作

ら

れ

、
正
月
の
鏡

¥
1
1
E
lf
J
 

餅
を
は
じ
め
、
か
き
餅
、
寒
餅
な
ど

あ
ら
ゆ
る
催
物
で
つ
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。鏡
餅
の
由
来
は
、
昔
の
鏡
は
円
形

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
そ
れ
に
ち
な

ん
で
の
名
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
普

通
二
重
ね
で
あ
る
が
、
所
に
よ
っ
て

は
三
重
ね
に
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
れ
に
ミ
カ
ン
、
イ
セ
エ
ビ
、

ク

リ
、
干
し
ガ
キ
、
コ
ブ
、
ウ
ラ
ジ
ロ

な
と
を
添
え
る
。
鏡
餅
は
床
の
間
ば

表
紙
題
字

富
山
県
知
事

表
紙
・
立
山
の
信
仰

(
歴
史
シ
リ
ー
ズ

ω)
「
l
i

l

-

-
実

か
り
で
な
く
、
台
所
や
、
農
家
な
ど

で
は
、
前
年
の
豊
作
に
感
謝
し
、
今

年
の
豊
作
を
祈
っ
て
農
機
具
に
も
供

〉える。そ
れ
を
一
月
十
一
日
に
お
ろ
し
て

ぞ
う
に

・
し
る
こ
に
し
て
い
た
だ

く
。
こ
れ
を
昔
か
ら
具
足
聞
き
、
鏡

開
き
と
い
っ
て
、
こ
の
日
を
仕
事
は

じ
め
と
し
て
、
一
年
間
の
幸
福
を
ね

が
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

た
ん

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
さ
あ
、

こ
と
し
も
計
画
を
立
て
て
よ
り
一
層

あ
ら
ゆ
る
面
で
躍
進
の
年
と
し
た
い

も
の
だ
。

吉
田

話題

八
グ
ラ
ビ
ア

V
今
年
の
課
題

グ
河
を
横
に
つ
な
ぐ
4

み
ん
な
と
い

っ
し
ょ
に

昭

和

六

十

年

の

|

新
全
国
総
合
開
発
計
画
l
:
:
:
:
:
:
4

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

こ
の
子
ら
に
善
意
を

県
立
高
志
学
園
・
・
・
・..•.

••
•••• 

-
6
 

企
業
の
繁
栄

ω
資

金

助

成

制

度

山
に
木
を
植
え
ま
し
ょ
う
:
:
:
:
:
:
:
:::::・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
7

川
新
春
座
談
会
川
「
家
庭
の
日
」
四
年
目
を
迎
え
て

守
ら
な
い
の
は
大
人
の
責
任

ん

8

八
グ
ラ
ビ
ア

V
越

の

白

柿

:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
叩

こ
の
人
を
訪
ね
て

ろ
-
3
蝋
型
鋳
も
の
一

途
に
六
十
年

須
賀
松
園
さ
ん

:
:
:
:
ロ

県
庁
の
機
構
か
ら
l
総
合
計
画
部
公
害
課
l

ひ

と

ご

と

他
人
事
で
は
な
い
交
通
事
故
②
:
:
:
:
:
:
:
・:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
日

国
の
出
先
機
関
紹
介

l
富
山
地
方
気
象
台

l

八
知
ら
ん
ち
ゃ
で
は
す
ま
さ
れ
ま
せ
ん

V

土
地
家
屋
が
あ
な
た
の
も
の
に
な
っ
た
と
き
:

今月

も
ち

お
正
月
に
は
お
餅
は
か
か

つ
き
も
ち

せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
揚
餅

は
、
は
じ
め
官
営
事
業
で
あ

っ
た
ら
し
く
平
安
朝
も
中
期

に
な
っ
て
、
初
め
て
民
間
事

業
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
商
売

に
す
る
者
も
出
て
、
十
川
の

亥
の
子
餅
や
婚
礼
な
ど
の
餅

揚
請
負
が
始
ま
っ
た
。
さ
ら

に
、
徳
川
時
代
に
な
る
と
餅

の物山脇(

じく
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~ I田園周r;絹鱗.g欝糠 ~劃1回目:，.. . ; -F醐猷シリー山の間;

たちゃま

立山のことを万葉集では、 「多知夜麻はすめ神のうしは 4 
i きいます山」とうたっている。つまり 神が支配する山であ : 
i るというのである。 ! 
; この神住む立山は、越中の人々にとって、朝夕の美しい j 
: 眺めとなり、こよなきなぐさめを与えられるのみでなく 、 : 

最も崇高なものとして仰がれてきた。この立山に一度登ら 4 
! なければ男になれないと信じられていた山でもある。ま ! 
i た、全国各地から、霊山と して登山者を集めた山でもあ ! 
t る。 1
; たて山の空にそびゆる ををしさに ! 

ならへとぞ思ふ みよのすがたも 4 
! (今上天皇が摂政のころにおよみになった御歌〉 ! 
j 今、この立山は日本が世界に誇る観光地として、すでに ! 
{ ルートのひらけている富山一千寿ケ原一美女平一弥陀ケ原 j 

; -主主へのコースに加えて、雄山の真下にトンネノレを掘 : 

り、fg部|挟谷や黒四ダムにつなぎ、長野県大町市へぬける 5 
! 一大観光/レートが、昭和45年を目途に建設が進められてい ー

; る。 1

五

箇

山

も
Eコ
τ7 月

4みくりが池と雄山

越
中
か
ら
富
山
へ

.

お

知

ら

せ

V

一
月
の
こ
よ
み

V
中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
へ

V
騒
音
規
制
法
が
施
行

'

シ
リ
ー
ズ

可

交
通
点
数
制
度
と
は

V
不
良
食
品
に
気
を
つ
け
よ
う

V
引
揚
者
の
み
な
さ
ん
に

V

U
H

カ
ゼ
H
H

を
ひ
か
な
い
よ
う
み
か
ん
、
生
野
菜
を
グ

富
山
県
の
文
化
財

ω
専
念
寺
の
傘
松
・:

路
震
線
審
器
購

ご
質
問
に
答
え
て

曳
山
の
由
来
H
八
尾
町
の
山
車

最

近

の

県

政

か

ら

裏
表
紙

富
山
県
の
自
然
②

18 

今年の課題

14 15 

寓山県ならではの構想

い河を横につな ぐ，

今
年
の
大
き
な
課
題
と
し
て

県
内
の
二
十
二
河
川
を
、
太
い

パ
イ
プ
で
横
に
結
び
、
水
不
足

や
洪
水
の
解
消
ば
か
り
で
な

く
、
農
業
、
工
業
、
生
活
の
各

用
水
の
飛
躍
的
な
増
大
を
図
ろ

う
と
い
う
、
富
山
県
な
ら
で
は

の
大
計
画
グ
河
の
夢
d

が
昨
年

発
表
さ
れ
、
調
査
実
行
の
段
階

に
入
る
。

計
画
案
で
は
既
設
ダ
ム
七
つ

の
ほ
か
新
し
く
十
五
の
大
型
ダ

ム
を
新
設
、
大
中
二
十
二
河
川

を
東
西
に
わ
た
っ
て
パ
イ
プ
で

結
ぶ
と
い
う
も
の
で
、
ち
ょ
う

ど
県
内
を
棋
に
走
る
大
き
い
水

の
動
脈
が
敷
設
さ
れ
る
格
好
に

な
る
。
総
事
業
費
一
千
億
を
見

込
む
こ
の
計
画
は
、
既
に
河
川

総
合
開
発
で
井
田
川
支
流
の
室

牧
川
と
山
田
川
を
結
び
、
水
の

交
流
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
十
分
可
能
で
あ
る
と
自

信
を
も
っ
て
い
る
。

(
写
真
は
小
矢
部
川
の
刀
利

ダ
ム
周
辺
)
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県

昭
和
六

十

年

へ

の

山

ビ
ジ
ョ

ン
を
描
く

…
新
悩
一
個
開
発
計
画
の
構
想

…

のなんみ

昭
和
四
十
三
年
四
月
か
ら
、
国
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
た
新
全
国
総
合
開
発
計

画
の
構
想
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

な

ぜ

新

計

画

が

必

要

に

な

っ

た

か

現
在
の
全
国
総
合
開
発
計
画
は
、
昭
和
三
十

七
年
に
作
ら
れ
、
園
、
地
方
お
よ
び
民
間
に
お

い
て
作
ら
れ
る
長
期
計
画
の
基
本
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
に
計
画
に
あ
わ
な
い
点

が
出
て
き
た
。

一

四
十
五
年
度
目
標
の
経
済
水
準
は
四
十

一
年
度
に
お
い
て
、
す
で
に
そ
の
目
標
に
達
し

た
ニ
地
域
格
差
の
点
で
は
、
工
業
生
産
の
増

大
を
大
目
標
と
し
、
ま
た
、
全
国
的
に
工
業
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
間
の
所
得
の

差
を
小
さ
く
し
よ
う
と
し
た
が
、
結
果
は
、
大

都
市
の
伸
び
が
著
し
か
っ
た
の
で
、
所
得
の
差

は
逆
に
聞
い
た
。

三

大
都
市
に
産
業
と
人
口
が
集
中
し
過

率がは
が改
増善今

昭和40年|昭和60年lZo/♂2i筏
|万hal 万hal 倍。 、所

農用地 1 600 1650-----70011.1-----1.2最家得
近事水
や労準
や働が
出が上
生軽が
率くり
がな
上る住
っ と宅
て出事
い生情

土地利用の構成

宅 78 115-----125 1. 5-----1. 6 

住 61 70-----75 1.1-----1.3 

工 9 30 3.3 

市街地面積
4万4万，67h人2a 6 B万万9，44 h2人0 a 

2.0 

市街地人口 1.8 

分

表~1

区

世帯と l世帯平人人ロ

2人

~ 
II{{制60年

4.08 

亡コ
II(J和40'1

政

る
こ
と
か
ら
、
徐
々
に
出
生
率
が
上
昇
し
て
い

く
も
の
と
し
て
、
六
十
年
で
は
、

一
億
二
千
万

人
に
な
る
と
推
計
し
て
い
る
。

ま
た
、
六
十
年
に
お
い
て
は
、
全
体
の
年
齢

構
造
が
老
令
化
し
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は

一
・
八
六
倍
に
増
え
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
老
人
対
策
が
重
要
視
さ
れ
て
こ
よ

久
ノ
。

県のなん

年
末
年
始
の
愛
の
助
け
合
い
運
動
に

協
力
し
ま
し
ょ
う

み

ぎ
、
山
村
な
ど
で
は
人
口
が
急
激
に
減
り
、
と

も
に
一
定
水
準
の
社
会
生
活
が
困
難
に
な
る
と

い
う
過
密
・
過
疎
開
題
が
出
て
き
た
。

四

そ
し
て
、
経
済
の
急
速
な
伸
び
と
科
学

技
術
の
発
展
は
、
今
ま
で
不
可
能
と
さ
れ
て
い

た
大
規
模
な
開
発
事
業
を
可
能
と
し
た
。
通
信

網
が
整
備
さ
れ
る
に
従
い
、
全
国
各
地
域
と
の

結
び
つ
き
が
容
易
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
も
っ
特
長
を
生
か
し
た
開
発
が
重
要
と
な

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾

な
ど
の
施
設
(
社
会
資
本
)
の
拡
充
が
立
遅
れ

て
、
経
済
や
社
会
生
活
活
動
の
障
害
と
な
る
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
今
後
の
経
済
の
長
期
安
定
的
成

長
と
、
国
民
生
活
水
準
の
向
上
を
図
り
、
一一一十

。
世
帯
数
核
家
族
化
の
進
行
、
農
村
か

ら
大
都
市
へ
の
青
年
人
口
移
動
の
増
大
な
ど
に

よ
っ
て
、
小
人
数
の
世
帯
が
増
加
し
、
世
帯
人

年 ~t区分別人 口

員
の
平
均
規
模
が
小
さ
く
な
る
。

同
生
活
状
態
生
活
水
準
を
み
る
指
標
と

し
て
、
生
涯
生
活
時
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
拘

束
時
間
の
う
ち
、
労
働
、
家
事
の
割
合
が
大
幅

に
減
少
し
、
反
面
、
自
由
時
間
(
交
際
、
趣

味
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
)
の
割
合
が
増

大
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
自
由
時
間
の
増

大
は
、
消
費
面
に
変
化
を
与
え
る
と
と
も
に
、

観
光
施
設
の
拡
充
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

経

済
H
所
得
は
現
在
の
ア
メ
リ
カ
並
に

付
昭
和
六
十
年
に
お
け
る
国
民
総
生
産

(

一
年
間
に
生
産
さ
れ
た
物
の
市
場
価
格
に
よ
る

評
価
額
か
ら
、
中
間
生
産
物
を
差
し
引
い
た
残

り
の
総
額
)
は
、
百
三
十
J
百
五
十
兆
円
と
な

り
、
四
十
年
の
四
J
五
倍
の
規
模
に
達
す
る
。

七
万
平
方
肢
の
日
本
国
土
を
合
理
的
に
活
用
す

る
た
め
の
基
本
方
向
を
定
め
、
こ
れ
を
計
画
的

に
開
発
整
備
し
よ
う
と
す
る
の
が
こ
の
新
計
画

で
あ
る
。

七

ブ

ロ
ツ

ク

に

分

け

て

開

発

新
計
画
は
、
昭
和
六
十
年
に
お
け
る
土
地
利

用
、
生
活
、
経
済
の
わ
く
組
を
次
の
と
お
り
推

計
し
、
こ
れ
を
前
提
条
件
と
し
な
が
ら
開
発
政

策
を
展
開
し
て
い
る
。
主
な
も
の
を
あ
げ
て
、

昭
和
四
十
年
と
比
較
し
て
み
る
と
、

土

地

利

用
H

人
口
の
刊
%
が
市
街
地
に

図- 1 プロック別土地利用計画

新全国総合開発計画図

ヰJ() 

の構よと準 あ十に百
第造り同 と は表-3 主要な経済指標 る年お十こ
ーにー な 、 かでけ Jれ

盗三 二 葉交差区分|昭和4吋昭和60年lZo/♂h費三三三
吉委主合 宇国民|J円lm115143~50罪員会主会
半 化 増は メ総生産 I JV I | 六算り円り
減がに 、 リ l人当 i万円i万円i 十し国程国
しみと進 カり国民 |31 1110~13013.6~4.2年て民度 民
てらど学 の総生産 1 v.l. j..l.lV -..LVV[ の約総と総
五れ ま率 水 --l l l わ百生な生
百るるの 準 1Km2当| 万円| 万円| が二産る産
万。が 上 にり国民 I8，250[35: 90QAJ4. 2-----5.0国十は 。で
人農 、昇 達総生産! !~4l，oool の 八 、アみ
(業産な す累積|日日開 [C41~~附 13 . 57 所万昭メる
構な業ど る総資本| 兆円| 兆円|~437得円和リと
成ど別に こ形成 163 1450-----5501 ・ 水で四カ

現
在
、
八
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯

V
と
い
わ
れ

て
い
る
東
海
道
か
ら
山
陽
道
に
か
け
て
集
中
的

に
高
度
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
日
本

列
島
全
域
に
あ
ま
ね
く
拡
大
す
る
た
め
、
全
国

を
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
こ
の
各
f

フ
ロ
ッ
ク
を

高
速
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
な
が
ら
開
発

し
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
時
代
が
進

め
ば
、
南
北
二
千
肢
の
日
本
列
島

は
、

一
体
と
な
っ
て
機
能
を
発
揮
す

る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ハ
円
通
用
地
は
、
宅
地
造
成
な
ど

で
相
当
つ
ぶ
さ
れ
る
が
、
食
肉
.
牛

乳
な
ど
の
国
内
充
足
の
た
め
に
開
発

さ
れ
る
草
地
造
成
に
よ
っ
て
、
全
体

と
し
て
は
増
大
す
る
。

。
住
宅
地
は
、
都
市
化
や
核
家

族
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、

一
・
一
J

一
・
一
一
一
倍
に
増
え
る
。

日
開
工
業
用
地
は
、
機
械

・
化
学

を
中
心
と
す
る
工
業
生
産
の
伸
び
に

比
例
し
て
三

・
三
倍
に
増
え
る
。

伺
市
街
地
面
積
は
二
倍
に
、
市

街
地
人
口
は
一

・
八
倍
と
な
り
、
市

街
地
に
全
人
口
の
七
十
れ
の
人
が
住

む
こ
と
と
な
る
。

- 4一

近畿聞

生

活
H
労
働
時
間
は
少
な
く

付

人
口
の
予
測

新
計
画
で

生涯生活時間とは、4歳から

平均寿命まで時間化したもの

生活必需時間とは睡眠、食

事、身の回りの用事など

拘束時間とは労働、家事、勉

学および通勤通学など

自由時間とはlから2と3を

差ヲ|し、た残りの時間

(注〉

3 

4 

2 

比
九

・
一
打
)
と
な
る
の
に
対
し
、
第
二
次
産

業
は
約
五
十
れ
増
の
二
千
三
百
J
二
千
四
百
万

人
に
増
大
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

日
開
投
資
の
規
模
は
、
昭
和
六
十
年
ま
で
の

累
積
総
固
定
資
本
形
成
を
四
五

O
J五
五

O
兆

- 5一

円
と
目
見
込
み
、
住
宅
建
設
や
工
場
な
ど
の
設
備

投
資
の
ほ
か
、
こ
の
新
計
画
に
よ
る
国
土
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
建
設
、
環
境
保
全
投
資
な
ど
に

充
て
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

(開
発
課
〉
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そ
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仰

〉

わ

ん

附

ゆ

子
世
の
中
に
は
運
命
の
い
た
ず
ら
に
よ
っ
て
、
先
天
的
な
も
の

川

和

の

や
、
後
天
的
な
病
気
に
よ

っ
て
手
が
、
足
が
不
自
由
と
な
っ
た

+

w
こ

子

ど

も

た

ち

が

大

勢

い

る

。
県
内
に
も
手
足
の
不
自
由
な
子
ど

山

+

ヲ

も

た

ち

が

、

千

百

二
十
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

L
F

こ
の
子
ら
に
同
情
は
た
や
す
い
。
し
か
し
、
本
当
に
こ
の
子
ら

ト

ド

の
か
し
あ
わ
せ
4

を
願
い
、
努
力
し
て
い
る
人
は
「
世
の
風
は

附

+

こ
の
子
ら
に
と

っ
て
、

一
月
の
風
に
似
て
冷
た
い
と
」
と
い
う
。

ゆ

叫

そ
ん
な
中
で
ポ
ッ
カ
リ
陽
の
さ
し
た
グ
こ
の
子
ら
の
楽
園
d

v

h

が
あ
る
。

ιv

-
ρ
高
志
学
園
4

め
ぐ
ま
れ
て
こ
こ
に
入
園
で
き
た
子
に
は
、
こ

吟

引

こ
で
の
体
験
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

中

和

植

え

る

樹

崎

中

呉
羽
山
ろ
く
ハ
テ
レ
ビ
タ
ワ
ー

ゆ

川

の
ふ
も
と
)
に
、
体
の
不
自
由
な

e
 

hm

子
ら
の
施
設
「
高
士
山
学
園
」
の
モ

+

ダ
ン
な
建
物
が
広
が
っ
て
い
る
。

中

川

園
長
の
小
野
里
さ
ん
は
、

引

い

「
高
志
学
園
は
、

一
口
に
い

っ

や

て
、
障
害
児
に
む
い
た
八
学
校

V

中

州

と
八
病
院

V
の
コ
ン
ビ
ネ
l
シ
ョ

+
 

M

ン
。
こ
こ
で
は
、
障
害
に
応
じ
た

+

専
門
的
な
治
療
と
正
規
の
義
務
教

+@
 

糾

育
が
同
時
に
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。

川

政県のなんみ政県のなんみ

み
ん
な
楽
し
く
お
遊
戯

願

ま
す
。
毎
週
土
曜
日
に
は
、
外
来

者
の
た
め
に
訓
練
室
を
開
放
し
ま

す。
入
園
者
に
は
家
庭
の
状
況
に
も

よ
り
ま
す
が
、
平
均
、
月
二
千
円

程
度
の
負
担
を
し
て
も
ら

っ
て
い

ま
す
」
と
語
る
。

ポ
ク
ら
が
こ
の
社
会
の

主
役

日
光
が
た
っ
ぷ
り
入
る
広
々
と

し
た
部
屋
、
大
き
な
窓
、
色
ど
り

豊
か
な
ス
レ
ー
ト
の
床
、
こ
ん
な

部
屋
の
一
つ
を
二
十
人
ば
か
り
の

園
児
(
幼
稚
園
ク
ラ
ス
〉
が
占
め

つ

収
容
定
員
は
百
名
で
、
幼
児
か
ら

中
学
生
ま
で
年
齢
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
よ
。
多
く
は
こ
こ
で
手
術
を
受

け
、
必
要
な
日
数
を
こ
の
学
園
で

送
る
わ
け
で
す
。
期
間
は
一
カ
月

か
ら
数
年
ま
で
、
こ
れ
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

ま
た
、
外
来
診
療
の
制
度
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
家
庭
で
治
療
し
て

い
る
人
た
ち
は
、
治
療
訓
練
に
つ

い
て
の
相
談
も
こ
こ
で
受
け
ら
れ

' 

な
る
か
が
訓
練
に
か
か

っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
ズ
ル

け
る
子
は
い
ま
せ
ん
。
ご
ら
ん
な

さ
い
、
み
ん
な
真
剣
で
す
よ
」
語

る
う
ち
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
が
と
ぶ
。

辛
抱
強
く
暖
か
く
見
守
る

再
び
小
野
里
園
長
に

|
世
の
障
害
児
を
持
つ
親
や
関

係
者
に
望
み
た
い
こ
と
は
!。

「
ま
ず
、
特
異
児
扱
い
を
し
な

い
こ
と
。
障
害
児
を
持
つ
親
の
中

に
は
、
子
を
人
前
に
出
す
の
は
か

わ
い
そ
う
だ
と
家
に
と
じ
込
め
て

す助介
。成今し
制回た
度はと ，....，..."". -:""....1 

54す?資金助男iBUFE;
いので ，."."，，'..・山 川 ，...""， ~... ...，....・，..."". . . - ~......fll"可

て長す内との「方近した
説期 。容い高中法代てが中
明低 はわ度小は化中相小
い利 前れ化企、を小互企
たの 号 、事業一進企に業
し資 でそ業構般め業協の
ま金 紹の」造にるの力か

長
期
低
利
の
資
金
で
高
度
化
ヘ

助

成

の

方

式

大
別
し
て
、

ω県
が
中
小
企
業
振

興
事
業
団
か
ら
必
要
な
資
金
の
一
部

を
借
り
受
け
、
こ
れ
に
県
の
財
源
を

追
加
し
て
中
小
企
業
の
方
に
助
成
す

る
方
式
(
「
A
方
式
」
と
い
う
)
と

ω県
が
中
小
企
業
事
業
団
に
資
金
の

一
部
を
貸
し
付
け
、
中
小
企
業
振
興

事
業
団
が
こ
れ
に
自
己
資
金
を
加
え

て
、
み
な
さ
ん
に
助
成
す
る
方
式

(「
B
方
式
」
)
に
分
か
れ
て
い
ま

す。

B
方
式
は
、
高
度
化
事
業
の
う

ち
、
特
定
織
布
業
構
造
改
善
事
業
と

二
府
県
以
上
に
ま
た
が
っ
て
実
施
す

る
事
業
者
に
の
み
行
な
わ
れ
、

一
般

の
高
度
化
事
業
は

A
方
式
に
よ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

。〉
談
し
、
計
画
が
具
体
化
し
た
際
に
助

成
の
予
備
申
請
と
診
断
の
申
込
み
を

す
る
。
ω
県
で
は
、
事
業
計
画
に
つ
い
て

診
断
を
し
、
適
切
な
指
導
と
不
備
な

点
に
つ
い
て
改
善
勧
告
な
ど
を
し
ま

取
扱
い
窓
口
は
、
A
方
式
で
は
県

庁
中
小
企
業
課
、
B
方
式
で
は
商
工

組
合
中
央
金
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

助

成

の

方

法

工
場
共
同
化
事
業
(
工
場
ア
パ
ー

ト
〉
に
つ
い
て
は
、
県
が
中
小
企
業

者
に
代
っ
て
工
場
等
を
建
設
し
、
こ

れ
を
企
業
に
譲
渡
す
る
と
い
う
方
法

も
あ
り
ま
す
。

助

成

の

条

件
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申
請
の
手
続

ω
高
度
化
事
業
を
行
な
う
か
た

は
、
当
初
の
計
画
段
階
か
ら
県
に
相

す
。ω

各
企
業
は
、
診
断
結
果
に
基
づ

き
、
再
計
画
し
、
資
金
助
成
の
本
申

請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

(
中
小
企
業
課
)

山

に

木

を

植

え

ま

し

ょ

う

造
林
の
長
期
計
画

富
山
県
で
は
毎
年
約
二
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
造
林
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、現
在
、民
有
林
の
人
工
林
率
(
森

林
面
積
に
対
し
人
工
造
林
面
積
の

比
)
は
全
国
平
均
三
十
四
打
に
比
べ

て
、
二
十
三
打
と
比
較
的
低
く
、
こ
の

た
め
に
県
で
は
昭
和
六
十
年
を
目
標

に
八
万
一
千
か
の
造
林
を
行
な
い
、

人
工
林
率
三
十
四
打
、
植
種
は
生
産

性
の
高
い
針
葉
樹
(
ス
ギ
・
マ
ツ
)
の

造
林
長
期
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。

木
材
の
需
要
は
急
増

木
材
は
建
築
用
、
パ
ル
プ
用
、
土

木
用
な
ど
需
要
面
が
広
く
、
経
済
の

伸
展
と
と
も
に
木
材
の
需
要
量
も
著

し
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
は
、
ソ
連
材
の
重
要
な
陸

揚
げ
地
で
あ
る
と
い
う
事
情
も
あ

り
、
昭
和
三
十
八
年
に
百
四
十
万
立

方

M
の
需
要
に
対
し
て
、
昭
和
四
十

二
年
に
は
、
二
百
三
十
万
立
方

M
と

大
巾
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
反
し

て
県
内
の
木

材
の
生
産
量
は
、
昭
和
四
十
二
年
に

は
需
要
量
の
一

O
ド
弱
で
あ
る
二
十

五
万
立
方
対
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、

他
は
外
国
材
及
び
県
外
材
を
輸
移
入

し
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
県
は
消
費
県

で
あ
り
な
が
ら
、
需
要
量
に
対
し
生

産
量
が
少
な
く
、
今
後
ま
す
ま
す
需

要
量
の
増
加
が
見
込
れ
る
と
き
、
生

産
量
の
増
加
を
は
か
る
に
は
、
土
地

生
産
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
造
林

の
推
進
こ
そ
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
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森
林
の
公
益
性
は
重
要

森
林
は
、
木
材
を
生
産
す
る
場
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
県
土
の
保

全
、
水
資
源
の
確
保
、
森
林
の
も
つ

保
健
的
、
風
致
的
役
割
な
ど
極
め
て

重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

(
林
政
課
)



政

一九
一

県の

<新春座談会>

な

は大人の責任

んみ
政

い
う
家
庭
も
あ
る
と
い
う
。
小

・
中
学
生
は
、

こ
の
家
庭
の
日
を
ど
ん
な
風
に
受
け
と
め
て
い

ま
す
か
。

中
林

小

・
中
学
生
の
作
文
を
読
ん
で
嬉
し
か

っ
た
こ
と
は
、
家
庭
の
日
を
相
当
真
剣
に
考
え

て
い
る
ん
で
す
。
そ
し
て
、
僕
た
ち
が
こ
ん
な

に
考
え
て
い
る
の
に
、
話
し
あ
え
な
い
、
教
え

て
貰
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
大
人
の
責
任
で

あ
る
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
作
文
の
中
か
ら
例

を
と
っ
て
み
ま
す
と
、
中
学
生
は
、
冷
た
い
氷

室
か
ら
太
陽
は
生
れ
な
い
、
暖
か
い
家
庭
を

家
庭
は
安
ら
、
ぎ
と
疲
れ
を
い
や
し
、
明
日
に
備

え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
根
源
だ
。
社
会
最
小
の
集

団
の
場
で
も
あ
る
。
話
し
あ
う
だ
け
で
愉
快

だ
。
と
い
う
家
庭
観
。
そ
し
て
家
庭
の
日
は
、

家
族
が
談
笑
す
る
日
。
一
カ
月
の
反
省
と
計
画

の
日
。
共
稼
ぎ
の
家
庭
に
は
特
に
必
要
で
あ

る
。
大
人
に
な
っ
て
も
家
庭
の
日
を
忘
れ
る

な
。
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
に

な
る
と
実
践
の
場
を
と
り
あ
げ
、
父
母
の
昔
話

が
聞
き
た
い
。
仕
事
の
分
担
を
決
め
て
。
テ
レ

ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
決
め
て
。
お
こ
ら
れ
た
り
し

な
い
で
、
子
供
も
大
人
も
気
持
ち
よ
く
過
ご
し

た
い
日
。
寝
た
き
り
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
身
の

回
り
の
世
話
は
私
に
も
で
き
る
。
な
ど
家
庭
の

一
員
と
し
て
協
力
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
い

っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。

県のな

大
人
の
自
覚
こ
そ
大
切

ん

司
会

し
っ
か
り
し
た
こ
と
を
考
え
て
い
る
も

舘

正

雄

県
民
運
動
推
進
指
導
員

大

沢

野

町

県

青

少

年

問

題

協

議

会

委

員

小

杉

町

社

会

全

体

で

「
家
庭
の

日
Lー

を

伊

子

司
会

昭
和
四
十
一
年
四
月
か
ら
毎
月
第
一
一
一
日

曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と
す
る
と
提
唱
し
て
す

で
に
四
年
目
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

県
民
の
ほ
と
ん
ど
は
「
家
庭
の
日
」
は
第
三
日

曜
日
だ
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て

意
義
も
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
一

つ
実
行
し
て
お
い
で
に
な
る
か
と
い
え
ば
、
こ

れ
が
残
念
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
と
い
う
の
が
現
状

で
あ
る
。
そ
こ
で
き
ょ
う
は
、
こ
れ
か
ら
の

「
家
庭
の
日
」
の
普
及
方
法
や
各
家
庭
で
の
と

り
あ
げ
方
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
家
庭
の
日
の
ネ
ラ
イ
は

-
E
t
i
-
-

中

林

グ

明
る
く
健

・
・
・
圃
島
理
醸
麟
長
全
な
家
に
は
、
豊
か

・
・
可
繍
持
件
議
機
糧
な
健
康
な
人
が
育

園
・
圃

叫
池
円
融
麟

J
if
は
す
寸

-
-
E
~L甜
購
髄
醐
蹴
E

っ4
こ
れ
が
ね
ら
い

E
E
E

・3曇麹
霊
磁
で
す
。
た
め
に
は
、

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
家
族
み
ん
な
で

話
し
あ
う
、
力
を
出
し
あ
う
、
助
け
あ
う
と
い

う
こ
と
を
、
全
家
庭
で
行
な
う
。
し
か
も
そ
れ

は
「
家
庭
の
日
」
だ
け
で
な
く
毎
日
が
「
家
庭

の
日
」
に
な
る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
に
音
山
義
が

あ
り
、
真
の
ネ
ラ
イ
が
あ
り
ま
す
。

司
会

家
庭
の
主
婦
と
し
て
、
こ
の
家
庭
の
日

の
で
き
た
と
き
の
感
想
は
ど
う
で
し
た
。

伊
藤

当
時
青
少
年

の
非
行
化
の
問
題
に

困
っ
て
い
た
し
(
仕

事
の
立
場
か
ら
〉
、主

婦
の
立
場
か
ら
も
子

¥、.，
j
f
k
 

伊藤さん

供
の
教
育
や
交
友
問
題
な
ど
心
を
痛
め
て
い
た

矢
先
で
し
た
。
こ
ん
な
と
き
に
「
家
庭
の
日
」

が
提
唱
さ
れ
本
当
に
適
切
な
こ
と
と
感
激
し
、

私
の
町
で
は
す
で
に
そ
の
一
月
か
ら
実
施
に
移

し
た
も
の
で
す
。
何
と
か
し
て
い
ろ
ん
な
機
関

で
こ
れ
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
、
い
ま

も
そ
の
こ
と
に
全
精
力
を
傾
け
て
い
ま
す
が
o

l
i
i
BE
E
t
-

舘
そ
う
で
す
ね
。

麗

層

圏

圃

ん

家
庭
内
で
い
ざ
実
行

盛
期
灘
欝
翻
醤
温
欄
さ
と
い
う
こ
と
に
な
っ

略

aJ懇
盤
・
闘
擁
舘
て
も
、
勤
め
先
が
休

撃
襲
警
暴
司
自
自
由
み
で
な
い
、
団
体
の

仕
事
が
あ
る
、
催
し
物
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
は
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。
戦
前
の
家
庭
と
違
っ

て
、
新
憲
法
に
よ
っ
て
、
人
間
の
基
本
的
人
権

の
尊
重
と
い
う
面
か
ら
も
、
家
庭
と
い
う
も
の

の
考
え
方
が
非
常
に
変
っ
て
き
た
。
民
法
も
変

り
、
家
族
構
成
や
、
考
え
方
が
変
っ
て
き
た
。

私
た
ち
古
い
も
の
は
、
こ
れ
で
は
家
庭
と
い
う

も
の
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
ナ
ァ
と
さ
え

思
っ
た
も
の
で
す
が
。
「
家
庭
の
日
」
の
提
唱

は
、
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
時
宜
に
適
し
た
よ

い
施
策
で
あ
る
と
賛
成
し
た
も
の
で
す
。
二
戸

の
家
庭
だ
け
の
問
題
で
な
く
社
会
全
体
の
問
題

と
し
て
と
り
あ
げ
た
い
。

-8-

藤

篤

交通家族会議

家
は
こ
れ
で
果
し
て
よ
い
の
か
ど
う
か
を
考
え

て
も
ら
わ
な
い
と
、
明
る
い
よ
い
家
庭
は
望
め

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤

そ
う
で
す
ね
、
家
庭
の
日
だ
け
で
な
く

毎
日
が
楽
し
く
過
せ
る
よ
う
に
、
大
人
は
心
が

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

舘

こ
の
間
私
の
町
で
起
き
た
問
題
で
す
が
、

小
学
校
四
年
の
農
家
の
子
で
、
家
の
お
手
伝
い

で
、
イ
モ
を
掘
り
に
行
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ

が
間
違
え
て
隣
の
畑
の
イ
モ
を
掘
っ
て
し
ま
っ

た
。
さ
あ
大
変
、
近
所
の
人
は
他
人
の
イ
モ
を

盗
ん
だ
と
い
う
、
親
は
訳
も
聞
か
ず
に
お
こ

る
。
進
退
き
わ
ま
っ
た
そ
の
子
は
家
を
飛
び
出

し
て
帰
っ
て
来
な
い
。
イ
モ
ど
こ
ろ
の
話
で
は

な
く
な
っ
て
大
騒
ぎ
で
付
近
を
探
し
た
と
こ

ろ
、
小
屋
に
隠
れ
て
い
た
。
学
校
の
先
生
が
そ

の
事
情
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
僕
は
家
の
イ
モ
だ

と
信
じ
て
掘
っ
て
き
た
の
に
大
人
た
ち
は
:
・
」

と
訴
え
る
。
こ
れ
な
ど
は
や
は
り
、
大
人
の
世

界
に
子
供
も
引
入
れ
て
し
ま
っ
て
、
盗
ん
だ
と

子
供
た
ち
は
真
剣
に
考
え
て
い
る

司
会

子
供
の
顔
さ
え
見
れ
ば
勉
強
勉
強
と
い

う
教
育
マ
て
父
の
帰
り
が
い
つ
も
遅
い
し
、

食
事
な
ど
も
い
っ
し
ょ
に
す
る
機
会
が
な
い
と

島

J 

決
め
つ
け
た
と
こ
ろ
か
ら
起
っ
た
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。
話
し
あ
う
、
や
さ
し
く
聞
い
て
み
る

- 9ー

中

林

Jレ

県

青

少

年

室

長

家

庭

の

日

を

と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
物
語
っ
た
良
い
例
だ

と
思
い
ま
し
た
。

定

休

日

/¥ 

司

A 
コ::;;:

県

総

務

課

広

報

係

司
会

社
会
全
体
で
考
え
る
家
庭
の
日
が
こ
れ

か
ら
の
課
題
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
の
方
針

占ム中
林

職
場
が
第
三
日
曜
日
は
休
み
で
な
い
。

こ
れ
が
家
庭
の
日
が
実
行
に
移
さ
れ
な
い
大
き

な
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
県
と
し

ま
し
で
も
、
企
業
体
に
働
き
か
け
て
、
第
三
日

曜
日
を
定
休
日
と
す
る
よ
う
に
協
力
し
て
も
ら

う
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
き
ょ
う
は
家
庭
の
日
だ
、
こ
れ
だ
け
で
よ

い
の
で
す
。
そ
こ
に
は
必
ず
何
か
が
生
れ
る
も

の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

司
会

明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
た
め
の
「
家
庭

の
日
」
。
子
供
に
教
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
、

一

つ
今
年
か
ら
今
月
か
ら
、
あ
な
た
の
家
で
も
ど

う
ぞ
「
家
庭
の
日
」
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。

み

(
順
不
同
敬
称
略
)

4年目を迎えて

ことしは、 「家庭の日」が提唱されてから4年目を迎える。相当普及されたと
はいえ、本来の意味がとり違えられたり、会社が第3日曜日に休日ではないとい
う理由から、なかなか実行とまではゆかないようだ。最近は共稼ぎも多くなり 、

子供たちに対する思いやりが薄くなってきているようであるとさえいわれる。

「家庭の日」。 何もむずかしく考えることはなし、。自分の考えを素直に語り合
うだけで足りるとも、子供はいう。家庭の日はあなたの家だけのものではなく、

社会全体を明るく、楽しく、暮しやすくする根源になる日なのだともしづ。

毎月第 5日曜日

「家庭の日」

の
で
す
ね
、

「
冷
た
い
氷
室
か
ら
は
太
陽
は
生

れ
な
い
、
暖
か
い
家
庭
作
り
を
」
と
強
調
し
て

お
り
、
ま
た
、
話
し
あ
い
の
場
が
も
て
な
い
、

こ
れ
は
大
人
の
責
任
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す

カ伊
藤

こ
れ
は
家
族
構
成
と
か
年
令
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
が
、
子
供
に
司
会
を
さ
せ
て
、
平
常

思
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
話
し
あ
う
。
そ

の
こ
と
が
ひ
い
て
は
、
や
が
て
子
供
も
計
画
を

た
て
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

中
林

子
供
が
家
へ
帰
っ
て
「
き
ょ
う
は
家
庭

の
日
だ
ね
」
と
い
う
の
も
一
方
法
。
司
会
を
交

替
し
て
や
る
と
い
う
の
も
。
子
供
の
成
長
を
望

む
た
め
に
も
、
ま
ず
大
人
が
自
覚
し
て
、
わ
が
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ろ
う

日
本
の
蝋
型

鋳
も
の
業
界
を

双
肩
に
担
い
、

数

々

の

名

作

と
、
そ
の
独
自

‘

の
製
法
を
世
に

残
そ
う
と
、
家

族
ぐ
る
み
で
い

ま
な
お
製
作
に
遁
進
し
て
お
ら
れ
る
須
賀
松
園

さ
ん
を
訪
ね
た
。
富
山
県
で
は
じ
め
て
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
人
で
も
あ
る
。
父
(
先
代

松
園
)
の
あ
と
を
継
い
だ
須
賀
さ
ん
は
「
蝋
型

鋳
も
の
は
支
那
か
ら
の
も
の
で
、
中
国
大
陸
で

は
約
三
千
年
前
の
股

・
周

・
漢
の
時
代
か
ら
、

み

わ
が
国
で
は
千
年
余
り
前
の
奈
良
朝
時
代
か
ら

は
じ
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
蝋
型
鋳
も
の
と
い

う
の
は
、
量
産
の
銅
器
に
は
見
ら
れ
な
い
「
蝋
」

の
ご
と
く
細
密
な
鋳
肌
と
自
由
な
形
の
も
の
が

作
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
」
と
七
十
才
と
は
思

え
な
い
若
々
し
さ
で
、
力
強
く
語
っ
て
く
れ

た
。
名
人
気
質
と
い
う
か
強
い
信
念
の
持
主
と

い
う
か
「
現
在
わ
が
国
の
古
い
も
の
で
は
、
ま

ず
、
奈
良
薬
師
寺
東
院
の
聖
観
音
像
、
頭
上
を

飾
る
宝
冠
か
ら
胸
飾
り
、
足
に
ま
つ
わ
る
や
わ

ら
か
な
天
衣
な
ど
を
見
て
も
蝋
で
な
く
て
は
出

な
い
味
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
俺
た
ち
人
間
の

手
で
作
っ
た
も
の
だ
と
叫
び
た
い
気
持
ち
に
な

る
」
と
続
け
る
。

一

「
こ
れ
は
少
し
前
の
話
に
な
り
代
の
風
潮
を
嘆
か
れ
る
。

一

ま
す
が
、
門
弟
が
き
た
の
で
、
私
は
ま
だ
ま
だ
若
い
ん
だ
と
「
き
ょ
う
は

…

ま
ず
最
初
に
自
分
が
使
う
ん
だ
き
ょ
う
に
生
き
る
」
を
座
右
銘
と
す
る
松
園

…

か
ら
自
分
で
へ
ラ
を
作
り
な
さ
い
、
と
作
ら
さ
ん
。
こ
の
気
持
ち
と
い
う
か
、
精
神
と
い

.

せ
ま
す
と
そ
の
一
週

:
A

う
か
、
こ
う
し
た
こ
と

き
ょ
う
は
き
ょ
う
に
生
き
る

聞
が
辛
抱
で
き
な
く

F
こ

は

、
私
た
ち
芸
術
の
道

…

て
、
三
日
間
、
四
日
間
で
逃
げ
出
し
た
子
が
に
励
む
も
の
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
社
会
に

.

二
人
も
三
人
も
い
ま
し
た
。
本
当
に
や
る
気
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
方
が
こ
の
気
持
を
持

が
な
い
子
は
、
こ

の
へ
ん
で
逃
げ
出
し
ま
す
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
力
強
く
励
ま
し
て

ね」

と
い
い
、
精
神
力
、
辛
抱
力
の
な
い
現

下
さ
っ
た
。

f
h
H
 

Z
寸座
右
銘 の

ミドドーンミものすごい音。小型乗用車におい

かぶさるように大型トラックがぶつかった音だ。

車と車の追突、39分にl人の割合で死傷者を出
している日本の交通事故のうち、3分の 2を占め

るのがこれだ。ケガは軽くて済んだが、あとに残

る。 むちうち症とし、う後遺症に悩む父をもつある

一家の声を聞こう。そう、他人事ではないのだ。

政

-.、
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県のなんみ

松
園
さ
ん
は
現
在
、
日
展
審
査
員
、
日
本
現

代
工
芸
展
評
議
員
、
昭
和
三
十
九
年
に
富
山
県

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
富
山
県
文
化
財
専

門
委
員
で
も
あ
る
。
「
昔
は
、
東
京
、
大
阪
、

京
都
、
名
古
屋
、
佐
渡
と
各
地
に
そ
の
土
地
土

地
で
違
っ
た
技
法
が
あ
っ
て
盛
ん
な
よ
う
に
見

え
た
が
、
最
近
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
、
一

、
二
残

t...................................................... 

作
品
「
花
喰
烏
」
に
取
り
組
む
須
賀
さ
ん

す
だ
け
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
私
の
蝋
型

鋳
も
の
に
は
、
従
来
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
た

各
種
各
様
の
技
法
が
一
通
り
残
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
。
今
後
も
、
秘
法
と
も
い
わ
れ
て
い
る

蝋
型
鋳
も
の
を
末
永
く
ま
も
っ
て
、
日

本
の

美
、
世
界
の
美
と
し
て
、
い
つ
い

つ
ま
で
も
、

す
ば
ら
し
い
作
品
を
生
み
だ
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

。

父
の
交
通
事
故
で
毎
日
暗
い
日
が

魚
津
市
立
加
積
小
学
校
四
年

山

田

多

加

子

あ
る
土
曜
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
学
校
か
ら
帰

る
と
、
と
な
り
の
お
ば
さ
ん
か
ら
、
父
が
交
通

事
故
で
労
災
病
院
へ
運
ば
れ
た
と
聞
か
さ
れ
び

つ'く
り
し
た
。
気
持
ち
が
落
ち
着
か
ず
家
へ
は

い
っ
た
り
、
出
た
り
、

ケ
ガ
は
ど
れ
位
だ
ろ
う

と
思
っ
て
と
て
も
心
配
だ

っ
た
。
し
ば
ら
く
す

る
と
、
父
と
母
が
タ
ク
シ
ー
で
帰
っ
て
き
た
。

父
の
顔
は
青
く
、
頭
に
手
を
あ
て
て
お
り
て
き

た
。
わ
た
し
の
思
っ
た
よ
り
父
の
ケ
ガ
は
た
い

し
た
こ
と
は
な
い
ら
し
い
。
ど
こ
に
も
傷
が
な

く
一
週
間
位
で
な
お
る
と
お
医
者
さ
ん
が
い
わ

れ
た
そ
う
だ
。
わ
た
し
は
、
ほ
っ
と
安
心
し

た
。
母
に
ど
う
し
て
父
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た

の
か
と
聞
い
た
。
母
は
お
ろ
お
ろ
し
な
が
ら
、

「
八
号
線
の
停
留
所
で
パ
ス
が
止
ま
っ
た
の

で，
、
そ
の
後
に
続
い
て
止
ま
っ
た
し
ゅ
ん
か
ん

に
後
か
ら
来
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
追
突
さ
れ
た

ん
だ
つ
でて
」
と
い
っ
た
。

父
が
頭
が
痛
い
と
い
わ
れ
る
の
で
、
母
が
水

枕
を
す
る
や
ら
し
て
、
家
中
大
さ
わ
ぎ
だ
っ

た
。
一
週
間
も
す
る
と
だ
い
ぶ
ん
元
気
に
な
っ

た
が
、
ま
だ
「
頭
が
い
た
い
」
「
固
ま
い
が
す

る
」
と
い
い
毎
日
病
院
へ
か
ょ
っ
た
。
一
カ
月

も
た
つ
と
だ
い
ぶ
ん
よ
く
な
っ
た
と
い
う
の
で

会
社
へ
行
っ
た
が
「
頭
が
い
た
い
、
目
が
ふ
・
ら

つ
く
」
と
い
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
そ
う
い
い
な

が
ら
一
カ
月
ほ
ど
仕
事
に
出
る
と
ま
た
悪
く
な

り
病
院
が
よ
い
が
続
き
、
悪
く
な
る
一
方
だ
っ

た
。
こ
ん
ど
は
「
首
、
肩
が
痛
い
」
「
呼
吸
が

苦
し
い
」
と
い
い
、
病
気
が
い
ろ
い
ろ
と
変
っ

て
き
た
。
母
は
、
父
の
そ
ば
に
つ
き
っ
き
り
で

か
い
ほ
う
を
し
た
。
父
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た

と
き
は
、
一
週
間
位
で
な
お
る
と
い
わ
れ
た
の

は
八
う
そ
だ

V
と
思

っ
た
。
交
通
事
故
は
な
ん

て
恐
ろ
し
い
も
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
六
カ
月

間
も
父
は
苦
し
み
続
け
、父
の
顔
を
見
る
と
、と

て
も
苦
し
い
ん
だ
な
あ
と
思
い
、
家
中
と
て
も

さ
み
し
く
、
父
が
早
く
な
お
ら
な
い
か
な
あ
と

毎
日
か
な
し
く
、
暗
い
日
が
続
い
た
。
富
山
の

中
央
病
院
へ
行
っ
た
り
、
新
潟
の
病
院
へ
行
っ

た
り
し
た
が
よ
く
な
ら
ず
、
父
が
一
生
な
お
ら

な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、

苦
し
い
、
痛
い
と
い
い
な
が
ら
も
最
近
は
ぽ
つ

ぽ
つ
と
仕
事
に
出
は
じ
め
、
休
ま
ず
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ご
ろ
の
父
は
少
し
ほ
が
ら
か
に
な

り
、
何
カ
月
目
か
で
や
っ
と
家
の
中
が
明
る
く

な
り
ま
し
た
。
父
に
も
、
み
ん
な
に
も
二
度
と

こ
ん
な
交
通
事
故
に
あ
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い

と
思
う
。
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
が
な
い
よ
う
運

転
手
の
み
な
さ
ん
も
気
を
つ
け
て
事
故
の
な
い

、
明
る
い
平
和
な
世
界
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
J

(
交
通
安
全
運
動
作
文
募
集
録
か
ら
)

州

総

合

計

画

部

川

公

害

課

川
ι

「
公
害
」
と
い
う
言
葉
は
マ
ス
コ
ミ
で
も

川

盛
ん
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
ご
存
じ

酬
と
思
い
ま
す
。
公
害
に
は
い
ろ
い
ろ
な
定
義

川
が
あ
り
ま
す
が
一
般
的
に
は
事
業
に
よ

っ
て

川
生
ず
る
大
気
の
汚
染
、
水

質
の
汚
濁
、
騒

川
音
、
振
動
、
悪
臭
な
ど
で
人
の
健
康
や
生
活

州
環
境
を
そ
こ
な
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

川

公

害
課
の
仕
事
は
起
き
た
り
、
あ
る
い
は

酬
"句
起
こ
り
得
る
公
害
の
現
象
や
原
因
を
解
明
す

バ

る

、
と
と
も
に
、
広
い
視
野
に
た
っ
て
防
除
対

l

策
を
た
て
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
あ
り

ヵ

ま
す
。
公
害
課
は
、
正
面
一
階
の
西
側
に
四

構

十
一
年
四
月
に
設
け
ら
れ
、
現
在
、
企
画
、
大

機

気
、
水
質
の
三
係
に
よ
っ
て
県
庁
内
関
係
各

課
、
試
験
研
究
機
関
と
密
接
な
連
絡
を
と
り

な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
業
務
の
主

な
内
容
は
公
害
防
出
対
策
、
大
気
汚
染
防
止

法
、
騒
音
規
制
法
、
県
公
害
防
止
条
例
に
よ

る
公
害
発
生
作
業
及
び
施
設
の
指
導
、
公
害

防
止
施
設
整
備
資
金
の
あ
っ
旋
、
大
気
汚
染

の
常
時
監
視
、
水
質
の
保
全
、
公
害
の
苦

情
、
陳
情
の
処
理
な
ど
で
す
。
イ
タ
イ
イ
タ

イ
病
の
原
因
究
明
や
小
矢
部
川
の
水
銀
問
題

に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
経
済
の
発
展
や
都
市
の
集
中
化
に
よ

っ
て
さ
ら
に
公
害
問
題
が
増
加
す
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
町
村
、
企
業
、
県

民
の
皆
さ
ん
と
相
た
ず
さ
え
て
住
み
良
い
県

土
を
守
る
た
め
に
、
一
層
の
努
力
を
続
け
て

ゆ
き
ま
す
。
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フ
ラ
ン
ス
あ
た
り
で
は
、
お
天
気
の
話
を

酬

持
ち
だ
す
の
は
、
話
題
の
貧
弱
さ
を
暴
露
す

川

る
こ
と
に
な
る
そ
う
だ
が
、
日
本
人
は
よ
く

川

話
の
タ
ネ
に
す
る
し
、実
際
よ
く
気
に
な
る
。

川

「
白
い
お
客
さ
ま
」
冬
が
北
陸
に
お
と
ず

馴

れ
る
と
、
よ
ほ
ど
ノ
ン
ビ
リ
し
た
人
で
も
、

川

日
に
一
度
は
天
気
予
報
を
聞
か
ね
ば
な
る
ま

介

「
富
山
気
象
台
、
今
日
×
時
の
発
表
に
よ

紹

り
ま
す
と
、
発
達
し
た
低
気
圧
が
日
本
海
を

関

:
:
:
」
、
こ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
家
庭
に
流
れ

機

る
こ
ろ
は
、
気
象
台
は
も
う
戦
場
の
さ
わ

E
ぎ
。
こ
う
な
る
と
平
時
の
勤
務
体
形
が
く
ず

4

・

ろ
う

出

れ
て
、
何
日
も
龍
城
続
く
長
期
戦
を
覚
悟
し

の

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
緊
張
し
た
戦
い
だ
。

|

「
私
た
ち
の
予
報
が
県
民
の
生
命
や
生
活
に

一玉
一
川

直
接
影
響
す
る
と
思
う
と
、

一
刻
も
油
断
で

馴

き
ま
せ
ん
」
と
、
お
天
気
博
士
た
ち
は
口
を

酬

そ
ろ
え
て
語
る
。
ま
た
よ
く
聞
い
て
み
る

酬
と
、

春
や
秩
の
連
休
が
雨
に
な
る
と
、

一
番

川

ガ
ッ
カ
リ
す
る
の
は
、
そ
れ
を
報
道
し
な
け

削

れ
ば
な
ら
な
い
係
員
と
か
。

川

呉
羽
山
の
東
、
神
通
川
ぞ
い
の
富
山
市
石

川

坂
に
気
象
台
が
あ
り
、
運
輸
省
所
属
。
こ
の

馴

ほ
か
伏
木
に
測
候
所
、
砺
波
市
、
室
牧
川
、

州

大
山
町
に
通
報
所
、
富
山
空
港
に
出
張
所
が

馴

配
置
さ
れ
て
い
る
。

富
山
地
方
気
象
台
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政

i不動産取得税 i

県のなんみ

ツ

キ

の

な

か

右
せ
ん
か

左
せ
ん
か

政

歴
史
を
後
に
な
っ
て
批
判
す
る
こ

と
は
た
や
す
い
。
し
か
し
歴
史
的
重

大
事
局
の
渦
中
に
あ
る
も
の
に
と
っ

て
は
、
右
せ
ん
か
左
せ
ん
か
を
決
す

る
の
は
大
き
な
難
事
で
あ
る
。
維
新

の
動
乱
に
際
し
て
、
加
賀
藩
が
薩
長

に
つ
く
か
、
幕
府
に
つ
く
か
は
、
関

が
原
合
戦
に
お
い
て
東
軍
に
つ
く
か

西
軍
に
つ
く
か
と
同
じ
程
度
の
難
問

題
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
や
、
そ
れ

よ
り
も
っ
と
む
ず
か
し
か
っ
た
。
関

が
原
の
時
点
に
お
い
て
は
、
徳
川
の

前
途
は
旭
日
昇
天
の
勢
い
で
あ
り
、

豊
臣
勢
の
斜
陽
化
は
誰
の
目
に
も
明

ら
か
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
明
治
維
新
の
際
に
、
加

賀
藩
が
後
手
々
々
と
ま
わ
り
、
維
新

後
は
、
日
の
あ
た
ら
な
い
道
を
歩
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
，
こ
と
を
、

後
に
な
っ
て
責
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
う
。
要
す
る
に
ツ
イ
テ
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

県の

期
待
は
ず
れ
の
理
想
社
会

な

明
治
維
新
が
「
御
一
新
」
と
よ
ば

れ
た
言
葉
の
う
ら
に
は
、

「
万
悪
の

根
元
で
あ
る
封
建
制
度
」
が
く
ず
れ

んみ

が

あ
な
た

の
物
に

h
H

自
分
の
家
を
持
つ
d

こ
れ
は
並

大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
人
に
よ
っ

て
は
、

一
生
の
目
標
で
も
あ
る
c

あ

こ
が
れ
の
マ
イ
ホ
ー
ム
が
自
分
の
も

の
と
な
っ
た
と
き
、
ほ
っ
と
一
安
心

さ
れ
る
の
は
当
然
。
し
か
し
、
も
う

(ラ

つ

た

加

賀

藩

た
ら
、
す
ぐ
に
も
幸
福
な
社
会
、
理

想
社
会
が
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
と
い

う
期
待
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

明治初年における苦難 (その わ

必 必ム②
先号には明治維新開幕に際しての、加賀藩の混迷と苦

悩についてのベた。

今回は当時の人民の苦難についてのべてみたい

は
幻
滅
に
終
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

幕
府
は
た
お
れ
た
も
の
の
、
ひ
き
つ

づ
き
越
後
、
東
北
に
、
あ
る
い
は
北

海
道
に
は
げ
し
い
戦
争
が
お
こ
り
、

人
民
も
そ
れ
に
動
員
さ
れ
、
戦
火
を

う
け
る
。
ひ
き
つ
づ
き
凶
作
・
飢
謹 な

Jコ

た

と

き

一
つ
重
要
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
税

金
で
す
。

交
換
の
場
合
も
課
税

土
地
や
家
屋
を
あ
な
た
の
物
に

(
取
得
)
し
た
場
合
、
そ
の
と
き
の

取
引
条
件
が
有
償
、
無
償
に
は
関
係

な
く
、
相
続
で
の
取
得
を
除
い
て

は
、
売
買
.
交
換
-
贈
与
と
か
家
屋
の

建
築
、
土
地
の
造
成
な
ど
の
取
得
の

場
合
も
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

取
得
し
た
ら
¥
申
告
ー
を

取
得
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に

市
町
村
役
場
を
経
由
し
て
、
県
へ
申

告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

(
県
税
条
例
第
印
条
)

税
額
算
定
の
基
準

ω家
屋
の
建
築
、
土
地
の
造
成
な

ど
に
よ
る
場
合
は
、
県
税
事
務
所
で

直
接
評
価
し
℃
適
正
な
時
価
を
算
定

し
ま
す
。
(
法
第
η
条
の
幻
)

ω売
買

・
交
換

・
贈
与
な
ど
に
よ
る

場
合
は
、
市
町
村
に
お
け
る
固
定
資

産
税
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

価
格
を
も

っ
て
そ
の
価
格
と
し
て
い

ま
す
。
(
法
第
刀
条
の
れ
)

ω税
額
は
次
の
価
格
に
百
分
の
三
を

乗
じ
た
額
で
す
。

免

税

点

が
お
こ
り
、
暴
動
、
百
姓
一
撲
が
お

こ
る
。
法
律
制
度
は
文
字
通
り
朝
令

暮
改
で
、
目
ま
ぐ
る
し
く
か
わ
る
。

役
人
の
不
馴
れ
と
行
き
過
ぎ
と
、
短

日
月
の
間
の
交
替
等
々
:
:
:
。

「万

悪
の
根
元
で
あ
る
資
本
主
義
」
が
崩

壊
し
た
ら
、
す
ぐ
に
も
理
想
社
会
が

で
き
る
と
思
う
の
は
大
間
違
い
で
、

ソ
連
が
安
定
す
る
の
に
五
十
年
か
か

り
、
中
共
は
革
命
後
二
十
年
を
へ
た

今
日
、
い
ま
だ
動
揺
混
乱
を
つ
づ
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

長
岡
、
会
津

さ
て
越
中
の
人
民
は
、
維
新
の
際

に
い
か
な
る
苦
難
を
な
め
た
か
。
次

に
そ
の
主
な
も
の
を
少
し
あ
げ
て
み

ト
ι
λ
ノ。

明
治
元
年
の
四
月
か
ら
九
月
ま

で
、
北
越
戦
争
(
長
岡
城
攻
略
)
や

会
津
戦
争
が
あ
り
、
越
中
人
(
藩
士

・
農
民
と
も
〉
が
多
く
動
員
さ
れ
、

戦
死
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
従
軍

し
た
農
民
は
す
べ
て
物
資
輸
送
の
役

夫
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
長
岡

城
の
戦
い
は
激
戦
で
、
官
軍
が
占
領

し
た
の
を
奪
回
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
戦
い
の
様
子
は
司
馬
遼
太

郎
の
小
説
「
峠
」
に
詳
細
に
で
て
く

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ω土
地
の
場
合
は
取
得
額
が
五
万
円

未
満
の
と
き
。
(
法
震
は
条
の
日
の
2
)

ω家
屋
の
建
築
(
増
築
、
改
築
を
含

む
)
の
場
合
は
取
得
額
が
十
五
万
円

未
満
の
と
き
。

(法第
η
条
の
日
の
2
)

ω家
屋
の
売
買

・
贈
与

・
交
換
な
ど

の
場
合
は
、
そ
の
額
が
八
万
円
未
満

の
と
夕
、
(
法
第
η
条
の
日
の
2
〉

税

金

が

減

額

ω住
宅
を
新
築
し
た
場
合
、
ま
た
は

新
築
し
た
住
宅
で
ま
だ
人
の
居
住
し

て
い
な
い
も
の
を
購
入
し
た
場
合
に

は
、
そ
れ
ら
の
住
宅
の
価
格
か
ら
一

五
O
万
円
を
差
引
い
て
税
額
を
計
算

し
ま
す
。
(
法
第
刀
条
の
凶
)

ω土
地
を
取
得
し
て
、
そ
の
日
か
ら

二
年
以
内
に
そ
の
土
地
に
住
宅
を
新

築
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
税
額
か
ら

一
五

O
万
円
に
百
分
の
三
を
乗
じ
た

額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

(法
第
η
条
の
鈍
〉

ω土
地
を
取
得
し
た
人
が
そ
の
取
得

し
た
日
前
一
年
の
聞
に
そ
の
土
地
の

上
に
住
宅
を
建
築
し
て
い
た
場
合
に

は
、
そ
の
税
額
か
ら
百
五

O
万
円
に

百
分
の
三
を
乗
じ
た
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
(
法
第
η
条
の
剖
〉

ω土
地
を
取
得
し
た
人
が
そ
の
取
得

し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
住
宅
を
新

築
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
場
合

に
は
、
不
動
産
取
得
税
の
徴
収
を
待

。

ωし
か
し

ω、
ω、
ωの
場
合
に
最

初
の
取
得
が
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
以

内
に
、
そ
の
後
さ
ら
に
土
地
や
家
屋

を
取
得
し
た
と
き
は
、
前
後
の
取
得

額
を
合
し
た
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定

め
ら
れ
た
額
を
ャ
」
え
る
と
き
は
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(法第
η
条
の
日
の
2
)

の

措

置

も

っ
て
も
ら
う
方
法
が
あ
り
ま
す
か
ら

県
税
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
申
請

書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

(法
第
刀
条
の
お
〉

ω
農
業
の
振
興
と
農
地
の
細
分
化

を
防
止
す
る
た
め
、
農
地
等
の
一
括

贈
与
を
受
け
た
場
合
に
は
、

ニ
疋
の

要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
、
納
期
限
が

延
長
さ
れ
ま
す
か
ら
手
続
き
し
て
下

さ
い
。
こ
の
場
合
、
生
前
贈
与
が
あ

っ
た
日
か
ら
、
三
十
日
以
内
に
必
ず

申
告
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

(本
法
付
則
乃
項
〉

納

期

一
般
的
に
は
、承
継
取
得
(
土
地
、

建
物
の
売
買
、
交
換
、
贈
与
な
ど
に

よ
る
取
得
)
の
場
合
は
、
移
転
登
記

が
さ
れ
て
か
ら
一

J
二
カ
月
後
。
原

始
取
得
(
建
物
を
新
築
し
た
場
合
な

ど
)
の
場
合
に
は
、
新
築
さ
れ
て
か

ら
六
カ
月
J
一
カ
年
後
に
課
税
さ
れ

ま

す

。

(

税

務

課

)
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伏
木
へ
運
ば
れ

た
。
軍
の
兵
糧
と

し
て
、
領
内
各
地

の
御
蔵
米
が
使
用

さ
れ
た
。
出
陣
と

帰
還
の
兵
士
の
食

事
や
宿
泊
、
荷
物

運
搬
の
一
部
は
道

筋
の
宿
駅
や
付
近

の
農
村
の
立
替
え

と
な

っ
た。

立
山
町
塚
越
に
あ
る
忠
次
郎
の
碑

攻

略

の

基

地

に

こ
の
よ
う
に
、
越
後
で
大
規
模
な

軍
事
行
動
が
と
ら
れ
た
の
で
、
隣
接

た
ん

の
越
中
は
兵
姑
基
地
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
し
た
。

越
中
か
ら
は
多
数
の
軍
需
物
資
や

役
夫
が
徴
発

・
徴
集
さ
れ
、
ま
た
戦

地
へ
ゆ
く
兵
隊
の
休
泊
基
地
と
な
っ

た
。
砺
波
地
方
で
は
、
わ
ら
じ
ゃ
空

き
俵
の
供
出
を
命
ぜ
ら
れ
た
記
録

が
、
石
動
町
や
福
野
町
に
残
っ
て
い

る
。
わ
ら
じ
な
ど
は
石
動
駅
や
福
野

駅
に
あ
つ
め
ら
れ
、
小
矢
部
川
に
よ

っ
て
伏
木
に
運
ば
れ
、
海
路
越
後
へ

と
送
ら
れ
た
。

弾
薬
、
衣
服
な
ど
は
金
沢
か
ら
石

動
ま
で
陸
送
し
、
そ
こ
か
ら
川
舟
で

大
凶
作
で
バ
ン
ド
リ
騒
動

明
治
二
年
は
大
凶
作
で
、
農
民
は

租
税
の
減
免
を
願
い
出
た
が
ゆ
る
さ

れ
ず
、
中
新
川
・

下
新
川
に
は
つ
ハ

ン
ド
リ
騒
動
」
と
い
う
大
規
模
な
百

姓
一
授
が
お
こ
っ
た
。
参
加
人
員
は

の
ベ
一
万
人
を
こ
え
、
襲
撃
さ
れ
た

十
村
役
人
や
豪
農
の
家
は
六
十
戸
に

及
び
、
死
者
は
六
人
に
上
っ
た
。
首

謀
者
は
中
新
川
郡
塚
越
村
(
旧
利
田

村
・
現
在
立
山
町
)
の
忠
次
郎
で
、

明
治
四
年
十
月
に
斬
罪
に
処
せ
ら
れ

た
。
こ
の
忠
次
郎
の
石
碑
が
立
山
町

塚
越
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
氷
見
地

方
に
も
騒
動
が
あ
っ
て
、
首
謀
者
は

牢
死
し
た
。
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次
号
に
つ
づ
く
。

(
県
史
編
さ
ん
室
)



政県のなんみ

こ
の
ペ

l
ジ
は
市

町
村
、
そ
の
他
の

広
報
紙
の
資
料
と

し
て
、
ご
自
由
に

お
使
い
下
さ
い

中

小

企

業

の

み

な

さ

ん

ノ¥

融
資

3
月
引
日
ま
で
申
込
み
を

せ 111川川111111111川1111111111

県
で
は
、
県
内
の
中
小
企
業
の
み

な
さ
ん
に
年
末
融
資
を
新
年
に
入
っ

て
も
継
続
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
十
四
の
信
用
金
庫
、
五
つ

の
信
用
組
合
、
富
山
銀
行
、
富
山
相

互
銀
行
、
北
陸
銀
行
お
よ
び
商
工
組

合
中
央
金
庫
富
山
支
庖
に
三
億
八
千

万
円
の
県
費
を
預
託
し
、
こ
れ
ら
の

り1111川川11111111111川11111111川1111川川11川111111111111川H川川川H川川H川川川111川川川111川l日m川川川川111川川m川川H川川川111川川111川1111川1111川川H川川川川川11川111川川川H川川H川川H川川1111川川川1111川川11川H川川川111川川1111川川11川川川H川川川H川川川11川H川川川H川川11川11川川H川11川川川川11川H川|川川川11川川川H川川川11川11川川川11川川11川11お 知

金
融
機
関
か
ら
県
の
預
託
金
の
三
倍

に
融
資
し
て
い
た
だ
き
、
中
小
企
業

の
み
な
さ
ん
の
決
済
資
金
に
不
足
が

生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

貸
付
条
件

貸
付
額
:
:
:
一
事
業
者
(
企
業
組

合
を
含
む
〉
に
つ
い
て
は
五
十
万
円

以
内
。
一
事
業
協
同
組
合
に
つ
い
て

GZ冨m・
1日(水〉 ・元日

・交通安全模範の日

4日 (土〉 ・官公庁執務始め

5日 (日〉・小寒

11日 (土〉・鏡開き

15日 (水〉・成人の日

・交通安全模範の日

.無火災日

19日 (日〉 ・家庭の日

20日 (月〉 ・大寒

24日 〈金〉 ・全国学校給食週間(-----

30日〉

26日 (日〉 ・文化財防火デー

27日 (月〉 ・国旗制定記念日

わ
せ 111111111111111111111111111111川川川川111111111111111111111111111111 川 川川川| り

年
末
年
始
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
食
品
が
多
く
出
回
り

ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
を
始
め
と
し
て
、
お
せ

ち
料
理
な
ど
沢
山
の
食
品

が
一
度
に
出
回
り
ま
す
と

食
品
衛
生
の
問
題
が
生
じ

て
き
ま
す
。
県
で
は
、
食

品
衛
生
監
視
員
を
お
き
、

不
良
食
品
の
取
締
り
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近

は
カ
ン
ヅ
メ
類
の

古
い
の
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

膨
脹
し
て
い
る

も
の
は
も
ち
ろ
ん
、

継
目
に
サ
ピ
の
あ

る
も
の
な
ど
は
、

さ
け
た
方
が
良
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、

不良食品に気をつけよう

111川川11111111111111111111111お知

引

揚

者

の
資
金
の
貸
付
と
国
債
の
買
上
げ

な

さ

ん

政

ω事
業
資
金

引
揚
者
で
事
業
を
し
た
い
が
資
金

が
不
足
す
る
と
い
う
方
に
、
引
揚
者

特
別
交
付
金
国
庫
債
券
を
担
保
と
し

て
、
十
五
万
円
を
限
度
と
す
る
融
資

を
行
な
い
ま
す
。
利
率
は
年
六
分
で

す。ω国
債
の
買
上
げ
償
還

一
方
、
引
揚
者
の
う
ち
で
、
生
活

県のなんみ

。
近
頃
で
は
各
家
庭
と
も
暖
房
が
ゆ
き

と
ど
い
て
い
ま
す
か
ら
、
室
温
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。
食
品
の
管
理
に
は

十
分
に
注
意
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
本
年
一
月
一
日
か
ら
、
ズ

ル
チ
ソ
が
使
用
禁
止
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
県
で
は
、
ズ
ル
チ
ン
の
混
入

し
て
い
そ
う
な
、
煮
豆
、

つ
く
だ

煮
、
ジ
ャ
ム
、
漬
物
な
ど
の
ズ
ル
チ

ン
の
有
無
を
調
べ
る
な
ど
、
不
良
食

品
の
監
視
を
し
て
い
ま
す
。

み

保
護
を
受
け
て
い
る
方
や
、
生
活
に

お
困
り
の
方
の
た
め
、
手
持
ち
の
引

揚
げ
国
債
を
買
上
げ
ま
す
。

買
上
げ
は
、
手
持
ち
の
国
債
の
金

額
を
も
と
に
し
て
、
一
記
名
者
に
つ

き
十
二
万
円
を
限
度
と
し
て
お
り
ま

す。
申
し
込
み
、
ご
相
談
は
記
名
者
の

居
住
す
る
市
町
村
役
場
へ
。

は
二
百
万
円
以
内
。

貸
付
利
率
:
:
:
日
歩
二
銭
四
厘
以

内
。申
込
期
間
:
:
:
四
十
三
年
十
一
月

「騒
3乞
田

規

制

法

」

公
害
対
策
基
本
法
の

実
施
法
と
し
て
、
昨
年

十
二
月
一
日
か
ら
「
騒

音
規
制
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
最
近
大
気

汚
染
や
水
質
汚
濁
以
上

に
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
き
て
い
る
騒
音

に
つ
い
て
、
始
め
て
圏

核

が
規
制
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
知
事
が
指
定
す

る
市
街
地
等
の
地
域
内
に
あ
る
特
定

建
設
作
業
(
例
え
ば
く
い
打
ち
作
業
)

に
よ
っ
て
発
生
す
る
工
場
騒
音
や
建

設
騒
音
で
相
当
の
範
囲
に
お
よ
ぶ
も

の
で
す
。

十
五
日
J
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
前
記
の
取
扱
銀
行
の
本
屈
ま
た

は
支
庖
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

カミ

施

行

ま
た
、
時
間
お
よ
び
区
域
の
区
分

ご
と
の
規
制
の
基
準
に
つ
い
て
も
知

事
が
定
め
、
県
報
で
公
示
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
特
定
施
設
を
設
置
し

て
い
る
者
は
、
規
制
基
準
を
守
り
、

設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
設
置

工
事
の
開
始
三
十
日
前
ま
で
、
施
設

の
あ
る
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
け
出
を
し
な
か

っ
た
り
、
虚
偽
の
届
け
出
を
し
た
場

グ
か
ぜ
μ
H

，
V}

く
い
打
ち
作
業
な
ど
が
規
制
の
対
象

合
は
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
と
同
時
に
、計
画
変
更
勧
告
、

改
善
勧
告
、
改
善
命
令
等
で
規
制
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
特
定
建
設
作
業
を

伴
う
工
事
を
行
な
お
う

と
す

る
方

は
、
作
業
の
開
始
七
日
前
ま
で
に
、

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
騒
音
に
関
す
る
和
解

の
仲
介
の
制
度
が
と
り
入
れ
ら
れ
、

騒
音
の
苦
情
、
陳
情
の
処
理
を
知
事

が
指
定
し
た
仲
介
員
に
よ
っ
て
円

満
、
迅
速
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
こ

の
法
に
つ
い
て
詳
し
い

解
説
資
料
が
県
公
害
課
に
あ
り
ま
す

か
ら
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

。〉

交通『点数制度」とは

で存れ制ら
すじた度交昨
。の目こが通年
とと実反七
封は施則月
りごさ金か

|酒酔運転1+1速度超過1=1免許取消|

シリーズ

、、.，，，
J

aE--

J
'
'
E
E

‘、

し
か
し
、
反

則
金
さ
え
納
め

れ
ば
と
い
う
軽

薄
な
気
持
で
何

回
も
違
反
し
ま

叫

す

と

、

去

る

十

月
一
日
か
ら
実

'

施
の
点
数
制
に

九
の
せ
ら
れ
、
四
十
四
年
の
十
月

一
白

川
か
ら
は
、
運
転
免
許
の
停
止
、
ま
た

や
は
取
り
消
し
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

川
ま
す
。こ
の
点
数
制
度
は
、
運
転
者
の
過

叫
去
三
年
間
の
交
通
違
反
や
交
通
事
故

~
を
記
録
し
、
そ
の
点
数
が
一
定
数
に

川
達
し
た
と
き
、
免
許
の
取
り
消
し
ゃ

V

停
止
を
す
る
新
し
い
制
度
で
す
。
そ

九
こ
で
今
回
か
ら
二
回
に
わ
た
っ
て
そ

の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

つ
け
ら
れ
る
点
数
は
?

~
交
通
違
反

主
な
る
も
の
は

V
O
酒
酔
い
運
転
、
酒
気
帯
び
の
無
免

許
運
転
等
・・
・・・・九点

川

O
無
免
許
運
転
、
大
型
車
無
資
格
運

転等・・・
・・・八
点

川

O
酒
気
帯
び
の
信
号
無
視
等
・:
七
点
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ひ

か

な

い

み

か

ん

、

生

野

菜

を

み

・

老
人
な
ど
夜
中
に
便
所
へ
立
つ
、

肪
の
量
を
多
く
す
る
と
寒
さ
に
対
す

暖
か
い
ふ
と
ん
の
中
か
ら
寒
い
と
こ
る
抵
抗
力
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
何

ろ
へ
。
急
激
な
寒
さ
を
感
じ
た
途
端

に
血
圧
が
高
ま
り
パ
タ
リ
、
と
い
う

例
が
脳
卒
中
で
す
。
こ
れ
は
、
寒
さ

を
感
じ
る
と
皮
膚
の
毛
細
管
が
収
縮

し
、
反
射
的
に
内
臓
の
血
管
が
収

縮
、
心
臓
の
鼓
動
も
高
ま
り
、
そ
の

た
め
に
血
圧
が
高
く
な
る
た
め
で

す
。
中
年
以
上
の
人
は
十
分
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
寒
い
日
は
体
熱
が
奪
わ

れ
、
同
時
に
体
温
が
下
が
り
す
ぎ
て

か
ぜ
を
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
体

温
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
体
内
の
新
陳

代
謝
が
高
ま
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ビ

タ
ミ
ン
類
の
消
耗
が
激
し
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ビ
タ

ミ
ン
類
、
特
に
C
を
沢
山
と
る
こ

と
。
そ
れ
に
は
、
豊
富
に
出
回
っ
て

い
る
み
か
ん
、
生
野
菜
を
沢
山
食

べ
よ
う
。
こ
の
ビ
タ
ミ
ン

C
は
新
陳

代
謝
を
盛
ん
に
す
る
の
に
必
要
で

す
。
ま
た
、
ほ
う
れ
ん
草
、に
ん
じ
ん

な
ど
緑
黄
野
菜
を
と
る
と
、
ビ

タ
ミ

ン
A
と
な
っ
て
皮
膚
や
粘
膜
を
強
く

し
、
寒
さ
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ

け
、
カ
ゼ
を
予
防
し
て
く
れ
ま
す
。

次
に
、
脂
肪
を
沢
山
と
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
脂
肪
を
と
っ
て
皮
下
脂

川

O
過
労
運
転
等
、
速
度
超
過
(
二
十

五
版
以
上
)
:
:
:
六
点

川

O
信
号
無
視
、
追
い
越
し
、
速
度
超

過
(
二
十
以
上
二
十
五
段
未
満
)
、

踏
切
一
時
不
停
止
、
歩
行
者
妨
害

等
:
:
:
二
点

川

O
速
度
超
過
(
二
十
践
未
満
)
、
駐

吋
停
車
違
反
、
無
灯
火
な
ど
:
:
:
一
点

川
交
通
事
故

叫

次

の
と
お
り
で
す
が
、
こ
の
点
数

叫
は
、
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
違
反
の

川
点
数
に
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

川

O
死
亡
事
故
:
:
:
十
三
J
九
点

九

O
重
傷
事
故
:
:
:
九
J
六
点

叫

O
軽
傷
事
故
、
建
造
物
損
壊
事
故
:
・

・・・
六
J
四
点

み
か
ん
に
は
ビ
タ
ミ
ン
C
が
豊
富

ひ
き
逃
げ
、
あ
て
逃
げ

よ
り
も
日
頃
か
ら
十
分
栄
養
を
と
っ

0
ひ
き
逃
げ
:
:
:
一
O
点

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

O
あ
て
逃
げ
:
・五
点
(
次
号
に
つ
づ
く
)

可
t
f
-
t
r
:
:
J
J
・-
J
3
、・
-
J

、
t
・・-
-
t
r
・-
=
r
J
'
-
-
}
3
・・・・、、
.---kt
・-
t
f
r
e
-
-
-
J
J
・-

~

富

山

県

の

文

化

財

ω

い

~

専

念

寺

の

傘

松

(
県
指
定
天
然
記
念
物
)

、

新
湊
市
三
日
曾
根
て
一
七
二

善説
γ
Jキ

F
hE
冒

E
E霊

3

~

専
念
寺

附

霊
園
理

~

名
称
が
特
徴
を
示
し
て
い
る
よ
う

踊

JU
哩

溜

阻

露

~

A

に
割
合
低
い
黒
松
で
あ
り
、
幹
の
低

滋

魁
圃
醐
舷

随
圏
欝

い

い

と

こ

ろ

か

ら

多

く

の

枝

を

出

し

、

験

ぽ

醗

醐

圃
園
周
離

U

そ
れ
が
え
ん
え
ん
長
蛇
の
よ
う
に
地
事

喪

鞠

?

圃

圏

圃

覆

い

γ

上
近
く
に
は
い
ひ
ろ
が
り
、
枝

の

拡

隣

d
踊
圃
圃
圃
露

恥
脳
隈

h
馳
輔
副
園
闘
闘
圃
圃
・
・
・
・
開
醐灘醐
剛

、

~

が
り
は
十
五
げ
に
も
お
よ
ぶ
異
形
の

や

通
網
闘
闘
園
園
田
闘
騒

aa園
・
園
田
園
・
・
闘
幽
園
慰
醐
轍
滋
翻

，F

~

松
の
木
で
あ
る

o

A
a圃
圃

園

醐

額

八

享
保
二
年
(
一
七
一
七
)
旅
僧
が

阻
圃
圃
圃
醐
棚
騒

.

幽
圃
圃
圃
・
・
・
・
潤
輔

凶

器

，F

山

室
長
の
た
め
植
え
た
も
の
と
伝
え
ら

一い

圃

・

圃

欄

畿

れ
て
い
る
。

訟

i
x討
議
墨
田
・
・
・
閉
調
鱒
欝

、

N
e
-
-
.. 

、、
・1
1
t
・-九
f
r
・-
-
e
J
3
1
・3
、・
2
・3
、.?、
1
・・e
-
t
r
・.. ，
r
J
-
-
-
-
J
3
・e-
・3
、・
1日

ヵγヅメ類はサピや凹みに注意、

ト

ι
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あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

ssミ蕊
議
選
蕊
ミ

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

ssssss

・.，‘，・
1

・‘，‘、
2
1

也、，‘
J
''

，E
，r
，.:，，‘，
・eJ
‘，、、
・-t
‘、，、
.・'・，、，E
，‘・.，
r
.

，tr
.

，‘，・，•. 
‘，‘、•• 
:・、，E
J

・.，E
，rt
・-Er
・J-e.
・‘，‘、三

一
曳
山
の
由
来

②

な

っ

て

姿

を

変

え

て

き

た

の

で

あ

る

。

一

八
尾
町
の
山
車
も
そ
の
一
つ
で
、
寛
保
元

}

八

尾

の

山

車

年
(
一
七
四

一
)
産
神
皇
太
子
社
(
八
幡
社
)

、

い

上
古
の
人
々
は
、
高
い
山
々
に
は
神
が
住
の
遷
宮
祭
に
花
の
曳
山
を
出
し
た
の
が
始
ま

~

J

む
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。

り
と
い
う
。
毎
年
五
月
五
日
に
六
台
の
山
車

川

~

こ
の
神

(
神
霊
)
を
身
近
か
に
招
き
、
願

が

出
て
町
内
を
引
廻
す
が
、
人
形
を
か
ざ
り

~

~

い
を
語
り
加
護
を
得
ん
と
、
高
台
を
し
つ
ら
雅
楽
調
、
長
唄
調
の
嘱
子
は
見
事
で
あ
る
。

ん

て

お
供
え
を
し
、

山…f

…ヨ叫ん
A
W
W
M

淀
川
護
気
mコ
議

懇

議

機

農

臨

画

闘

一

一
祭
り
を
行
な
っ
た
。

…一一山一一郎州統
君

主

古

関

繍

鱒

麟

翻

潤

隈

幽

園

小

単
一J
一百
九一
山…
…プ
内
事

一
一Ji
語
調
清
司
語
A
1、
書

一札
、
法

草
慰問
簡略凶間

九
i
J
品開・・

au--濁
酒
型
車

一
川
、
詩
姐
湖
西
国
・
・
・
自
悶
悶
凶
闘
圃

-------E

一
高
台
を
「
山
」

と

称

騒

襲

撃

懇

願

麟

盤

国

自

w

い

し
、
松

の

枝

な

ど

織

機

織

鰍
齢
麟
麟
麟
麟
脳
細
繍
脳
掴
圃
圏
闘
関
繊
細

締

幽

温

三

-
立
て
た
。

…一

概
脳

酪

緬

癌

湖

圃

額

欄

獅

欄
網

棚

繍

機

幽

臨

圏

一

一

後
世
に
な
る
と

…
wfJ
ヤ
園
田
監
屋
監
霊
醤
霞
騒
騒
藤
監
幽
隈
ム

一

こ
の
高
ム
ロ
(
山
)に

一一一一吋
糊
髄

圃

圃

園

噛

潮

鰯

盟

関

謡

繍

縮

緬

閤

圃

闘

一

叩
車
輪
を
つ
け
、
豪

ruJN
霊
園
田
園
圃
圃
霞
圏
一
一
樹
齢
翻
機
闘
機
調
脳
圃
v

(
華
な
も
の
と
な
っ
い
い
い
や
灘

醐

国

国

盟

組

舗

闘

機

組

関

織

機

織

機
織
蝉
組
幅
一

…
組
圃
圃
・
国
関
聯
隊
隣
組
闘

m…
蝿
照
綴
幽
開
鱗

畿
醤
関
幽
圃
眠
、

九

て
く
る
。
そ
し
て
山
批
判

kmmbp
圃
・
葱
編
組
歯
騒
網
開
闘
関
機
灘
幽
蹴
癒
艦
濁
隅
圃
園

一

信
仰
的
性
格
は
、

訟芯叫

小

享
楽
的
な
行
事
と

一州一

WANT子
下

盤

眠

罷

際

鱒

欝

繍

醤

量

国

一

日、、，、.・•• 
，、，‘•• 
・，，r
.

，e.
・・.，、
Ee--.

、，‘、.・•• 
也、，‘.・=，‘，
r

・・・e
，，‘，
t
.

・‘，、，
・・

.• 
‘、官、.・・.，、，‘.・・
.，z・，，，・・・‘，、，
・

.•. 
、，‘、.• 
e

・・、，、.‘，

『
日
本
海
の
夢
ひ
ら
く
』

昨
年
四
月
、
日
本
海
時
代
の
開
拓
を
め
ざ
し

て
「
富
山
新
港
」
が
開
港
。
夢
に
ま
で
み
た
こ

の
港
の
開
港
ま
で
の
あ
ら
ま
し
と
開
港
式
風
景

を
収
録
し
た
も
の
。

以
上
二
本
は
、
県
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

と
、
県
庁
総
務
課
広
報
係
で
貸
出
し
。

『若
い
仲
間
』

目、
、
リ
総
天
然
色

青
少
年
健
全
育
成
映
画

郷
土
の
に
な
い
手
、
青
少
年
の
社
交
性
、
友

愛
心
、
創
造
力
を
高
め
る
も
の
。
貸
出
し
は
、

県
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
県
庁
青
少
年
室
。

:‘J
・、・1
・‘、.、
J

・.，‘，E
z
--

，f.
，e.2
‘，‘E
z
-
-

‘E
・、•• 
1

・、，E
J

九，E
a
r
-
-
:
.
r

‘，=.・‘，‘、::‘、
t

…

聞

こ

う
、
知

ろ

う

、
確

か

め

よ

う

…

こ
ん
な
場
合
は
ど
う
し
た
ら
?

こ
れ
は
何
と
か
な
ら
な
い
か

こ
の
。
へ

l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答
え
す
る
「
あ
な
た
の

コ
ー
ナ
ー
」
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ

、。
B
U
 
あ
て
先
は
、
富
山
市
新
総
曲
輪

一

の

七

富

山
県
庁
相
談
室

ifX 物~倣 誌なTこのコーす一 切~倒W$Æ

答

あ
な
た
の
請
求
権
は
、
相
手
方
に
対
し
て

示
談
が
継
続
中
の
も
の
で
あ
り
、
時
効
に
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
加
害
者
が
加
入
し
て
い
る
自
動
車

損
害
賠
償
責
任
保
険
の
保
険
会
社
に
対
す
る
請

求
権
は
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
第
十
九
条
に

よ
り
、
会
社
に
何
の
通
告
も
し
な
け
れ
ば
消
滅

し
ま
す
。

被
害
者
か
ら
加
害
者
に
対
し
て
の
請
求
権
は

民
法
第
七
百
二
十
四
条
に
よ

っ
て
、
三
年
を
経

過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
か
か
り
ま
す
。

時
効
に
か
か
る
の
は
、
相
手
方
と
何
ら
の
交

渉
も
な
く
、
ま
た
、
相
手
方
が
自
分
に
そ
の
責

県のなんみ(ち

任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
か

っ
た
場
合

に
お
こ
る
も
の
で
す
。
示
淡
が
継
続
中
の
も
の

は
時
効
に
か
か
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
時
効
に
か
か
る
心
配
が
あ
れ
ば
、
相

手
方
に
内
容
証
明
郵
便
で
請
求
し
て
お
か
れ
れ

ば
、
六
カ
月
時
効
を
延
ば
す
こ

と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
六
カ
月
の
聞
に
示
談
を
す
る

な
り
、
裁
判
所
に
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
の
で

す
。

(
県
庁
に
交
通
事
故
相
談
所
が
あ
り
ま

す
。
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
)
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無残な事故現場

県
政
映
画
紹
介

日
ミ
リ
総
天
然
色

無
料
で
す
。
気
軽
に
利
用
下
さ
い
。

解
説

N
H
K

青
木
一
雄

『立
山
を
ぶ
ち
ぬ
く
』
十
二
月
に
堂
々
完
成

立
山
を
ぶ
ち
ぬ
い
て
、
日
本
海
側
と
太
平
洋

側
を
む
す
び
、
日
本
の
屋
根
と
い
わ
れ
る
中
部

山
岳
地
帯
を
乗
物
で
走
る
と
い
う
夢
が
実
現
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
の
立
山
が
国
際
的
山

岳
観
光
の
場
と
し
て
、
世
界
の
立
山
と
な
る
大

計
画
の
全
ぼ
う
を
フ
ィ
ル

ム
で
と
ら
与えて

い
る

。ぐ〉

圧
東
第
一

、
第
二
発
電
所
も

時
罰
対
蛤
共
同
水
路
が
完
成

取水口が聞かれ、勢いよく導水路へ流れ込む水

相

次

い

で

運

転

開

始

調印を終え、意欲を燃やす吉田知事

富
山
・

高
岡
新
産

業
都
市
づ
く
り
の
巾

心
事
業
と
し
て
進
め

ら
れ
て
き
た
和
田
川

総
合
開
発
事
業
は
、

圧
川
か
ら
取
水
す
る

共
同
水
路
が
完
成

し
、
十
一
月
五
日
東

砺
波
郡
庄
川
町
の
取

水
口
で
通
水
式
が
行

な
わ
れ
た
。
取
水
口

か
ら
庄
東
第
一
発
電

所
を
経
て
砺
波
市
増

山
の
和
田
川
ダ
ム
に

至
る
も
の
。
貯
水
さ

れ
た
水
は
、
第
二
発

電
所
の
発
電
や
、
高

岡
、
新
湊
、
小
杉
町

の
上
水
道
、
射
水
平

野
の
穀
倉
地
帯
を
う

る
お
す
農
業
用
水
、

さ
ら
に
将
来
は
、
富

山
新
港
臨
海
工
業
地

帯
の
工
業
用
水
に
利

用
さ
れ
る
。

守e

八ハ
新
港
背
後
地
〉

三
大
企
業
の
進
出
決
ま
る

富
山
新
港
へ

北
陸
電
力
の
火
力
発
電
所
の
進

出
が
決
ま
り
、
十

一
月
二
十
六
日
県
庁
で
用
地

買
収
の
調
印
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
で
新
港
臨

海
工
業
地
帯
に
住
友
化
学
の
ア
ル
ミ
精
錬
、
中

越
パ
ル
プ
の
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
北
陸
電
力

の
火
力
発
電
所
と
三
企
業
の
立
地
が
決
ま
っ

た。
な
お
、
こ
れ
か
ら
進
出
の
予
想
さ
れ
る
他
企

業
へ
の
受
入
準
備
も
急
が
れ
て
い
る
ο
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富山県係自然2ぎの

県

政 山箇五

庄川町小牧から庄川峡をさかのぼると飛騨境に合掌造りの家々が点在してい

る。五箇山は、平、上平、利賀の三カ村を包括する地域一帯の名称であり、その

昔、赤尾谷、上梨谷、下梨谷、小谷、利賀谷の五つを総称して呼んだものであ

る。

部落の数は約70、飛騨の白川郷とともに、平家の落武者が逃避した地として知

られている。この合掌造りは、その生活や習慣とともに全く昔のままの素朴さを

よく今日に伝えている。

この一帯は雪が深く、 12月から翌4月頃まで、冬籍りの生活となるため、農家

問
視
一
富
山
県
総
務
課
長

の副業と離村対策の一環として地元と電気メーカーが提携し、平、上平村に電気

部品製造工場を建設、大きな成果を上げている。
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〈五箇山の合掌造りと代表民謡の「麦屋節J) 
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